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【方法】 S-Dラット42匹を用いた。 A群;肝動脈結繋群 (n=10)• B群;ゼラチン・スポンジ・パウダ







血流には変化がみられず， リピオドール0.2，O. 41!f /kgの肝動注ではTPVの血流は有意に低下した
が.THVの血流は変化しなかったの D群ではTPV，THVとも血流は有怠に低下した。











よる肝動脈塞栓群 (n乞10)， リピオドール (0.1.O. 2. o. 4mf!kg)の動注群 (n=l1) • リピオドール
O.lmP!kg+GSP併用肝動脈塞栓群 (n=11)の4群を作製した。その4群で， IJ干動脈結紫.sf動脈塞栓





意に低下したが， THVの血流は変化しなかった。 4.リピオドールO.lmi/kg +GSP併用肝動脈塞栓群で
はTPV，THVとも血流は有意に低下した。すなわち，肝動脈結索， GSPによる肝動脈塞栓，少量の 1)ピ
オドール肝動注は肝微小循環に変化を与えなかったが， GSPとリピオドールを併用した肝動脈塞栓は肝
微小循環のIfl流を有意に低下させた。
この結果より臨床でリピオドール併用肝動脈塞栓術を施行する際，正常肝組織へ与える影響を十分考慮
すべきものと考えられた。
以上の研究成果は肝癌に対する肝動脈塞栓療法の効果向上及び副作用軽減をはかる基礎となる研究であ
る。よって本論文は博士(医学)の学位を授与するに値するものと判定された。
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